
様式２

事業所名 事業所番号

住   所 管理者名

電話番号 対象年度

令和6年4月1日

連携先の企業や事業所等の意見または評価

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

ほまれの家長後店 1412202713

藤沢市下土棚468-1　ベルーガ湘南2-A 和田　順子

090-7769-9150 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

活動場所　ほまれの家長後店

実施日程　令和5年8月8日

参加利用者数　2名

社外より外部講師（ファイナンシャルプランナー）を招き、就職

後の金銭管理やライフプランニングについての研修を就職の決定

した利用者に対して実施。

＜活動の様子＞

　活動の様子の写真

　

・就職決定者を

　　対象としました。

・わかりやすい資料を

　ご準備いただきました。

活動内容の追加コメント

・質疑応答も活発でした。

＜目的＞

就職をゴールと考えず、その先の人生についてしっかり考えてい

ただくことで長期の職場定着を目指す。

将来起こり得るライフイベントを考慮した長期的な金銭管理につ

いて学ぶ。

＜成果＞

就職後の金銭管理について、短期・中期・長期的に考えられるよ

うになった。

課題点：年金や公的な支援など、制度の利用に関する話題が少な

くなってしまった。

就職した後で実際に手にする給料の金額を元にして、現在の金銭管理については考えやすいようでした。

しかし、5年後、10年後、20年後と、この先の金銭管理を考えることは難しいようでした。

ライフイベントやご自身の健康状態など、具体的な例を示しながら助言させていただきました。

お二人とも、真剣に取り組まれ、金銭管理というテーマでありながら、将来の夢などを現実的に捉えるきっかけにしていただけたようで

す。

連携先企業（担当者） 　金融業，保険業関連企業所属　山田裕之様

利用者からの意見・評価

連携した結果に対する意見または評価

　・『今』のことばかり考えており、就職したことで安心していましたが、『この先』を考える良い機会になりました。

　・少ない給料で、夢や将来なんて考えられないと思っていました。働きながら将来を考えることが楽しめそうです。

今後の連携強化に向けた課題

　・生活に追われたり、体調を崩した時、大きな転機があると忘れてしまいそう。定期的に話を聞きたい。

　・制度や制度の利用についてもいろいろと学ぶ機会が欲しい。


